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No.93 編集・発行／滋賀県議会

滋賀県議会だより
7月定例会議の概要 　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について

審査および調査を行いました。

●災害対応のための平成30年度一般会計補正予算を可決
　災害に対応するため、総額で23億9,111万8千円の一般会計補
正予算（第3号～第4号）を可決しました。
　平成30年7月豪雨災害に伴う道路・河川等の土木施設や農地等の
復旧、湖岸漂着物の処分に要する経費、地震に伴うブロック塀等の
対策経費、米原市の竜巻被害の復旧経費等が計上されています。

　7月定例会議では、「平成30年度滋賀県一般会計補正予算」をは
じめとする知事提出議案21件と議員提出議案8件が上程されまし
た。これらを審議した結果、いずれも原案のとおり可決または同意
しました。

7月20日～8月9日の21日間

7
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

農
　
　
業

問
　
本
県
で
は
農
業
経
営
の
規
模

が
拡
大
し
て
お
り
大
規
模
経
営

の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
が
一
層
進

む
と
考
え
ら
れ
る
中
、
猛
暑
日
に
お

け
る
大
規
模
経
営
の
高
温
化
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
水
田
作
で
は
、「
み
ず
か
が
み
」

の
よ
う
に
高
温
で
も
影
響
の
少

な
い
水
稲
品
種
の
開
発
や
普
及
、
夏

場
の
適
正
な
水
管
理
、
高
温
時
の
生

育
に
応
じ
た
施
肥
体
系
な
ど
安
定
生

産
技
術
の
普
及
指
導
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
農
作
業
の
省
力
化
を
図
る

乗
用
の
高
性
能
機
械
の
導
入
や
、
水

管
理
の
遠
隔
操
作
や
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
省
力
防
除
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

ス※
1

マ
ー
ト
農
業
は
高
温
時
の
作
業
負

担
の
軽
減
で
も
有
効
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
、
水
田
経
営
の
大
規
模
化
は

進
展
す
る
こ
と
か
ら
、
高
温
時
の
作

業
の
効
率
化
と
併
せ
て
、
高
温
に
強

い
「
み
ず
か
が
み
」
の
作
付
拡
大
や

作
期
の
分
散
、
収
量
・
品
質
の
低
下

を
軽
減
さ
せ
る
栽
培
管
理
技
術
の
導

入
を
促
進
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
技
術
や
機
械
の
導
入

は
、
国
の
経
営
体
育
成
支
援
事
業
等

の
活
用
を
図
る
ほ
か
、
現
場
で
は
県

文
　
　
化

問
　
新
生
美
術
館
の
整
備
は
、
昨

年
8
月
の
建
設
工
事
の
入
札
不

調
を
受
け
、
県
で
は
外
部
有
識
者
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
設
計
見
直
し
案

を
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
6
月
末
か
ら
「
新
生
美
術
館

整
備
推
進
専
門
家
会
議
」
な
ど

2
つ
の
会
議
を
開
催
し
た
ほ
か
、
文

化
財
関
係
者
や
近
代
美
術
館
関
係
者

等
に
意
見
を
伺
い
、「
美
術
館
は
街

の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
目
玉
と
な
れ

る
施
設
で
あ
る
」、「
一
番
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
琵
琶
湖
文
化
館
収
蔵
品
の
保

管
・
収
蔵
で
あ
る
」
な
ど
様
々
な
御

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
か
つ
本
体
工

事
費
47
億
円
を
遵
守
す
べ
く
設
計
の

見
直
し
案
の
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し

た
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
建
設
単
価
が

高
止
ま
り
す
る
と
想
定
さ
れ
、
県
民

や
関
係
者
の
皆
様
の
御
期
待
に
応
え

る
形
で
新
生
美
術
館
の
整
備
を
行
う

た
め
に
は
、
47
億
円
に
収
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
見
直
し
案
に
よ
る
整

備
は
一
た
ん
立
ち
止
ま
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
と
し
て
も
大
変
重
く

苦
し
い
決
断
で
あ
り
、
県
民
や
関
係

者
の
皆
様
に
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
新

生
美
術
館
の
施
設
・
設
備
の
狭
あ

い
化
、
老
朽
化
や
琵
琶
湖
文
化
館
の

機
能
継
承
と
い
う
課
題
へ
の
対
応
を

優
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
そ

の
内
容
や
進
め
方
等
は
で
き
る
だ
け

早
く
お
示
し
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

県
政
運
営

問
　
知
事
に
再
選
さ
れ
た
今
、
こ

れ
か
ら
の
4
年
間
、
県
政
を
進

め
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
心
構

え
で
臨
ま
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
選
挙
で
県
内
を
く
ま
な
く
回

り
、
本
県
は
自
然
、
水
の
恵
み

が
豊
か
な
瑞み

ず

穂ほ

の
国
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
豊
か
な
自
然
を
持
続
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、ま
ず
は
地
域
が
「
健

康
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
と
の
思
い

を
強
く
し
、「
人
の
健
康
」「
社
会
の

健
康
」「
自
然
の
健
康
」
を
柱
と
す

る
「
健
康
し
が
」
と
い
う
こ
と
を
申

し
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　「
健
康
し
が
」
は
県
民
み
ん
な
で

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

県
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
町
や
国
、

関
係
団
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
と

も
に
考
え
、
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

　
2
期
目
は
真
価
を
問
わ
れ
る
4
年

に
な
る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
自

律
と
自
制
の
念
を
新
た
に
し
県
民
の

皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
、
共
感
を

広
げ
、
1
期
目
と
は
異
な
る
緊
張
感

と
使
命
感
を
も
っ
て
県
政
運
営
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
対
策

問
　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
を
受
け

て
、
本
県
が
進
め
て
い
る
流
域

治
水
政
策
の
評
価
と
、
今
後
の
流
域

治
水
の
推
進
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
本
県
で
は
、
ど
の
よ
う
な
洪

水
に
あ
っ
て
も
、
命
を
守
り
壊

滅
的
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
流
域

治
水
基
本
方
針
や
流
域
治
水
条
例
を

制
定
し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
の
中
で
、
全
国
に
先
駆

け
、「
地
先
の
安
全
度
マ
ッ
プ
」
で

浸
水
リ
ス
ク
を
公
表
し
、
県
民
や
事

業
者
と
広
く
共
有
す
る
よ
う
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
西
日
本
豪

雨
を
受
け
、
浸
水
リ
ス
ク
情
報
を
あ

ら
か
じ
め
県
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
い

た
だ
く
意
識
づ
け
の
重
要
性
を
改
め

て
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、「
地
先
の
安
全
度
マ
ッ

プ
」
や
「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
な

ど
の
リ
ス
ク
情
報
を
、
よ
り
分
か
り

や
す
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
県

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
か

ら
、
直
接
閲
覧
で
き
る
よ
う
な
工
夫

を
早
急
に
行
い
、
県
民
自
ら
が
身
を

守
る
行
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、

啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
「
し
が
の

流
域
治
水
」
を
着
実
に
進
め
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た
水
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ドローンを活用した省力防除

※ 1「スマート農業」…ロボット技術や情報通信技術を活用して、省力化・精密化や高品質生産を実現する等を推進している新たな農業のこと。用語解説
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議会からのお知らせ
●県議会議員補欠選挙の結果
　6月15日に告示され、同月24日に執行された県議会議員補欠選挙で、桑野仁
議員（大津市選挙区）、周防清二議員（東近江市日野町愛荘町選挙区）がそれぞれ
当選されました。

●常任委員会委員・特別委員会委員の変更
　補欠選挙に伴い、常任委員会では、桑野仁議員が文教・警察常任委員会に、周
防清二議員が厚生・産業常任委員会にそれぞれ所属することとなりました。
　また、特別委員会では、桑野仁議員が行財政・働き方改革特別委員会に、周防
清二議員が地方創生・しがブランド推進対策特別委員会にそれぞれ所属すること
となりました。

岡山県、広島県および愛媛県に見舞金を贈呈
　滋賀県議会議員一同（全44議員）は、平成30年７月豪雨により大きな被害を受け
た岡山県、広島県および愛媛県に対し、それぞれ10万円の見舞金を贈呈しました。

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。御意見など下記までお寄せください。
あて先　〒520-8577　大津市京町4-1-1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール　gikai@pref.shiga.lg.jp

こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議録など、県議会
の最新の情報を随時掲載しています。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信もしています。
（※スマートフォン等でも御覧いただけます。）
滋賀県議会ホームページ http://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会ツイッター（アカウント名 @shigakengikai）

●テレビ放送の御案内
　9月9日（日）および9月16日（日）の夜6時半から、県議会広報番組「委員会
活動リポート」をびわ湖放送で放送します。番組では、9月9日は常任委員会の、
9月16日は特別委員会の、それぞれの委員の紹介、委員会の審査や県内調査の模
様、委員長のインタビューなどをお届けします。
　また、定例会議の模様をお届けする「県議会ダイジェスト」を下記のとおりび
わ湖放送で夜10時から放送予定です。どうぞ御覧ください。
＜9月定例会議の放送予定＞
　9月21日（金）代表質問　　9月27日（木）一般質問　　9月28日（金）一般質問
10月　1日（月）一般質問　10月　2日（火）一般質問　10月12日（金）最終日

会派別議員数
（平成30年6月26日現在）

自由民主党滋賀県議会議員団�… 22人
チームしが 県議団� …………… 15人
日本共産党滋賀県議会議員団� … 3人
公明党滋賀県議団� ……………… 2人
良知会� …………………………… 2人
定数44人� ………………… 現員44人

傍聴の御案内
　本会議や委員会はいつでも傍聴す
ることができます。ただし、傍聴席
には限りがありますので、団体で傍
聴される場合は、あらかじめ御連絡
ください。
　また、車椅子用の傍聴スペースは
２席分あります。詳細については、
お問い合わせください。

議案番号 件　　　　　　　　　　名 結 果

（知事提出）

議第89号 平成30年度滋賀県一般会計補正予算（第２号） 可決

議第90号～
  議第94号 滋賀県税条例等の一部を改正する条例案　ほか４件 可決

議第95号～
  議第99号

契約の締結につき議決を求めることについて（滋賀県立芸
術劇場びわ湖ホール舞台機構制御改修工事）　ほか４件 可決

議第100号 平成30年度滋賀県一般会計補正予算（第３号） 可決

議第101号～
  議第102号

滋賀県公安委員会委員の任命につき同意を求めることにつ
いて　ほか１件 同意

議第103号 平成30年度滋賀県一般会計補正予算（第４号） 可決

議第104号～
  議第109号

滋賀県副知事の選任につき同意を求めることについて
ほか5件 同意

７月定例会議で審議した主な議案

番　号 件　　　　　　　　　　名 結 果

決議第１号 子供たちが確かな学力を身に付けるためのより一層の取組
を求める決議案 可決

意見書第６号 陸上自衛隊今津駐屯地の体制維持・強化を求める意見書案 可決

意見書第７号 地域材の利用拡大推進を求める意見書案 可決

意見書第８号 地域における医療、介護を総合的に推進するために必要と
なる介護人材の具体的な確保対策を求める意見書案 可決

意見書第９号 地方財政の充実・強化を求める意見書案 可決

意見書第10号 日本年金機構の情報セキュリティー対策の見直しを求める
意見書案 可決

意見書第11号 旧優生保護法による不妊手術の被害者救済を求める意見書案 可決

意見書第12号 ヘルプマーク等の更なる普及促進を求める意見書案 可決

７月定例会議で審議した決議・意見書

環
境
負
荷
の
低
減
」、「
持
続
可

能
性
を
支
え
る
社
会
づ
く
り
、

人
育
て
」、「
国
際
的
な
協
調
と

協
力
」
の
四
つ
の
柱
の
下
で
施

策
を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

児
童
福
祉

問
　
東
京
都
目
黒
区
で
の
女

児
虐
待
死
事
件
を
受
け
て

政
府
は
、
緊
急
総
合
対
策
を
ま

と
め
ま
し
た
が
、そ
れ
を
受
け
た

県
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　「
転
居
し
た
場
合
の
児

童
相
談
所
間
に
お
け
る
情

報
共
有
の
徹
底
」
に
つ
い
て
は
、

従
前
よ
り
相
手
方
の
児
童
相
談

所
と
直
接
対
面
し
引
継
ぎ
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
「
子
ど
も

の
安
全
確
認
が
で
き
な
い
場
合

の
対
応
の
徹
底
」
に
つ
い
て
も
、

従
前
よ
り
通
告
受
理
後
48
時
間

以
内
の
目
視
に
よ
る
安
否
確
認

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　「
児
童
相
談
所
と
警
察
の
情
報

共
有
の
強
化
」
に
つ
い
て
は
、

現
職
の
警
察
官
を
各
子
ど
も
家

庭
相
談
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、

常
に
所
轄
の
警
察
署
と
密
接
に

連
携
で
き
る
強
み
を
活
か
し
、

情
報
共
有
の
徹
底
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
か
ら
取
り
組
む

「
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
最
優

先
と
し
た
一
時
保
護
等
の
措
置
」

に
つ
い
て
は
、今
年
度
よ
り
県
と

市
町
が
リ
ス
ク
を
客
観
的
に
共

有
で
き
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー

ト
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
に

つ
い
て
は
、
年
内
に
国
で
策
定

予
定
の
「
児
童
虐
待
防
止
対
策

体
制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
」
に
基

づ
き
、
着
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

の
普
及
指
導
員
に
よ
る
指
導
・

支
援
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

き
ま
す
。

健
康
・
医
療
政
策

問
　
昨
年
度
末
に
改
定
を
さ

れ
た
「
健
康
い
き
い
き
21

−

健
康
し
が
推
進
プ
ラ
ン

−（
第

2
次
）」を
受
け
て
、「
健
康
し
が
」

の
推
進
や
健※

2

康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組

を
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
　
プ
ラ
ン
を
改
定
し
、健
康

寿
命
の
延
伸
と
健
康
格
差

の
縮
小
に
向
け
、
計
画
的
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
で
は
「
健
康
な
人
づ

く
り
」
と
し
て
、
健
康
影
響
に

関
す
る
情
報
提
供
を
行
う
な
ど

の
健
康
増
進
に
係
る
取
組
や
、

健
診
受
診
率
の
向
上
を
図
る
な

ど
生
活
習
慣
病
の
発
症
防
止
、

重
症
化
予
防
の
取
組
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　「
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
は
、
飲
食
店
や
量
販
店
な
ど

で
の
受
動
喫
煙
対
策
を
行
う
ほ

か
、
企
業
に
お
け
る
健
康
経
営

等
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
よ

う
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
「
健
康
し

が
」
共
創
会
議
を
設
置
し
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
食
な

ど
多
様
な
主
体
の
連
携
の
も
と
、

県
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

新
た
な
活
動
の
創
出
に
向
け
た

取
組
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
度
を
「
健
康
し
が
」
の
推

進
に
向
け
た
土
壌
づ
く
り
、
基

盤
づ
く
り
の
年
と
位
置
付
け
、

今
後
の
持
続
可
能
な
動
き
に
結

び
付
け
て
い
き
ま
す
。

環
境
政
策

問
　
森
林
政
策
を
は
じ
め
、環

境
に
か
か
る
様
々
な
課
題

の
解
消
に
向
け
た
今
後
の
施
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
人
の
関
わ
り
が
減
少
す

る
こ
と
に
伴
う
新
た
な
課

題
が
現
れ
つ
つ
あ
る
地
域
の
一

つ
が
、
森
林
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
森
林
地
域
で
は
、
木

材
価
格
の
低
迷
等
か
ら
森
林
資

源
が
十
分
利
用
さ
れ
ず
、
森
林

の
多
面
的
機
能
と
生
態
系
の
バ

ラ
ン
ス
が
損
な
わ
れ
、
ま
た
、

山
村
の
生
活
や
地
域
の
維
持
も

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、

間
伐
の
促
進
や
獣
害
対
策
な
ど
、

森
林
を
「
守
る
」
取
組
と
、
木

材
の
流
通
加
工
体
制
の
整
備
や

人
材
育
成
に
よ
る
、
森
林
資
源

を
「
活
か
す
」
取
組
を
進
め
、

さ
ら
に
都
市
部
と
の
交
流
や
新

た
な
産
業
お
こ
し
な
ど
に
よ
り
、

山
村
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、

森
林
に
人
や
カ
ネ
が
投
資
さ
れ

る
「
循
環
」
を
意
識
し
た
取
組

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
施
策
を
は
じ
め
、

第
五
次
環
境
総
合
計
画
で
は
、

「
琵
琶
湖
を
は
じ
め
と
す
る
環
境

の
保
全
再
生
と
自
然
の
恵
み
の

活
用
」、「
気
候
変
動
へ
の
対
応
・ 間伐作業（プロセッサによる造材作業）

※ 2「健康寿命」…健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間。用語解説


